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別添 長期修繕計画標準様式の記載例 

     

  様式第１号  マンションの建物・設備の概要等 

  様式第２号   調査・診断の概要 

  様式第 3-1 号 長期修繕計画の作成・修繕積立金の額の設定の考え方 

  様式第 3-2 号 推定修繕工事項目、修繕周期等の設定内容 

  様式第 4-1 号 長期修繕計画総括表 

  様式第 4-2 号 収支計画グラフ 

  様式第 4-3 号  長期修繕計画表（推定修繕工事項目（小項目）別、年度別） 

  様式第 4-4 号  推定修繕工事費内訳書 

  様式第５号  修繕積立金の額の設定 

 

◆この記載例は、中高層単棟型のマンションを想定したものです。 

 

◆マンションには様々な形態、形状、仕様等があるうえ、立地条件も異なっていることか

ら、これらに応じた適切な長期修繕計画とするため、必要に応じて標準様式の内容を追加

して使用します。  
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（様式第１号）　マンションの建物・設備の概要等

作成日／2021年○月○○日

(1)
マンション（団地）名
管理組合名
理事長名
管理者等名
所在地
敷地面積
建築面積（建蔽率）
延べ面積（容積率）
専有面積の合計
構造
階数／棟数
住戸数
竣工日

(2) 設備、附属施設の概要（注）団地型（複数棟）の場合は、団地（全体）と棟別に区分

給・排水設備
ガス設備
空調・換気設備

電力設備

情報・通信設備

消防用設備

昇降機設備

駐車場設備

附属建物

その他

(3) 関係者
分譲会社名
施工会社名
設計・監理事務所名

管理会社名

（分譲時）長期修繕
計画案の作成者

会社名 （株）○○○○会社　TEL　（03）XXXX-XXXX
管理員名　○○○○　　　　　   TEL　（03）XXXX-XXXX
勤務形態（通勤）
会社名　　○○○○会社　TEL　（03）XXXX-XXXX
作成者（作成部署）　○○○○部　○○○○課

■自転車置場、□バイク置場、■ ゴミ集積所、□遊具（プレイロット）、
□屋上緑化

（株）○○○○不動産

○○○○建設（株）

（株）○○○○建築士事務所

■テレビ共聴（■ｱﾝﾃﾅ・■ｹｰﾌﾞﾙ）、■電話設備、■インターネット、
■インターホン、■オートロック、■防犯カメラ等、□電波障害対策、
□その他（　　　　　　）
□屋内消火栓、■自動火災報知器、■連結送水管、■避難設備、
□スプリンクラー、■その他（消火器）
■昇降機（1）台

□平面（　　）台、■機械式（78）台、□自走式（　　）台、計（78）台、□
ターンテーブル

□集会室（□棟内、□別棟）、■管理員室（■棟内、□別棟）

■給水ポンプ、■排水ポンプ、■受水槽、□高置水槽、□浄化槽
■ガス、□セントラル給湯
■空気調和機、■換気
■（自家用）受変電室、■避雷針、□自家発電、□蓄電池、
□太陽光発電、□非常電源

5,500㎡　(注）　　　　　　／タイプ別専有面積：別表
鉄筋コンクリート造

地上　7階　地下　ー階／　　1棟　　（地上　　階地下　　階／　　棟）
住戸　82戸　（注）

1999年12月1日（経年22年）

○○○○、○○○○

東京都千代田区○○1-2-3

3,000㎡　　　　権利関係（■所有権・□借地権・□地上権）
1,000㎡（現行　33％）　（注）

6,200㎡（現行　207％）　（注）

（団地／　　　　棟）（複数棟の場合）

敷地、建物の概要（注）団地型（複数棟）の場合は、団地（全体）と棟別に区分

○○○○マンション

○○○○マンション管理組合

○○○○

該当する敷地利用を選択します。

該当する施設を
選択します。



- 104 - 

 

(4)　管理・所有区分
〔単棟型の場合〕

部位
所有区分（建物）
　　　　 　　 (設備）
管理区分（建物）
　　　　　　  (設備）
〔団地型の場合〕

部分
団地
棟別

(5)　　維持管理の状況
①法定点検等の実施

点検等 実施年月 点検等の結果の要点
消防用設備点検 2021年X月 点検報告書参照

エレベーター保守点検 2021年X月 点検報告書参照

機械式駐車場装置点検 2021年X月 点検報告書参照

給排水設備点検 2021年X月 点検報告書参照

②調査・診断の実施
調査・診断 実施年月 調査・診断の結果の要点

建物劣化診断 2011年6月 大規模修繕工事の実施に向けた外壁、設備等の状況調査

　　　　年　月

③主な修繕工事の実施
箇　所 実施年月 修繕工事の概要

鉄部塗装 2017年5月 鉄部塗装

屋根防水 2011年10月 屋上防水保護塗装等（大規模修繕工事）

外壁・他 2011年10月 外壁塗装・シーリング工事等（大規模修繕工事）

鉄部塗装 2011年10月 鉄部塗装（大規模修繕工事）

④長期修繕計画の見直し
時　期 実施年月 見直しの要点・発注先

定期（５年毎）見直し 2017年1月
工事費・労務費の変動による工事単価の見直し及び修繕積
立金の改定/発注先：○○○○（株）

修繕工事実施に伴う見直し 2011年11月
第１回大規模修繕工事の実施状況を踏まえた工事項目・周
期の見直し/発注先：○○○○（株）

　　　　年　月

（団地／　　　　棟） （複数棟の場合）

標準管理規約と同趣旨の規定

　　　　　　　同　上

区分

区分（標準管理規約との相違点等）
標準管理規約と同趣旨の規定

　　　　　　　同　上

所有区分 標準管理規約第8条との比較

既に行った維持管理の履歴を記載します。
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(6) 会計状況
借入金の残高 　　　　 2021年4月30日現在　0（円）
修繕積立金残高 　　　　　 2021年4月30日現在　253,140,952（円）
修繕積立金の額 　　　　　   月当たり・戸当たり　　　16,970（円）

  月当たり・戸当たり　　　571（円）
駐車場等の使用料からの繰入   月当たり・戸当たり　　　11,270（円）

  月当たり・戸当たり　　　0（円）

(7) 設計図書等の保管状況
■設計図書 （竣工図 ）                       　　　　　　
■構造計算書                                            
■数量計算書 （竣工図に基づく数量計算書）          
■確認申請書副本 ■確認済証、■検査済証　　　　　　
■分譲パンフレット ■アフターサービス規準　　　　　　　
■点検報告書 ■法定点検、■保守契約による点検　　
■調査・診断報告書 （過去に実施したもの）
■修繕工事の設計図書等 （仕様書、図面、数量計算書等）　　　　

□その他関係書類
■電波障害協定書、□建設住宅性能評価書、
□設計住宅性能評価書、□石綿使用調査結果の記録、
□その他（　　　　）

■長期修繕計画 ■現に有効な長期修繕計画　　　　　　　　　　　　　　　　　　
■管理規約 ■現に有効な管理規約　■原始規約　　　　　　　　　　
■各種ハザードマップ ■洪水ハザードマップ　■土砂災害ハザードマップ

住戸タイプ 専有面積
（㎡）

Aタイプ 75.00
Bタイプ 70.00
・・・ ・・・

小計 5,500.00
（店舗等） -

小計 -
合計 5,500.00

別表　タイプ別専有面積

（団地／　　　　棟） （複数棟の場合）

専用使用料からの繰入

その他の繰入
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（注）団地型（複数棟）の場合は、団地（全体）と棟別に区分

現在の会計状況を記入します。

保管している書類を選択します。

住戸タイプごとの専有面積を記載します。
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（様式第２号）　調査・診断の概要
調査・診断の実施日／2011年6月10日

(1) 劣化の現象と原因 (2) 修繕（改修）方法の概要
２　屋根防水

①屋上防水（保護）
②屋上防水（露出） 　シート防水のふくれ／日射や風雨による 　シート防水の撤去・新設
③傾斜屋根
④庇・笠木等防水

３　床防水
①バルコニー床防水 　塗膜防水のひび割れ／日射、風雨、摩耗等による 　塗装の塗替え
②開放廊下・階段等床防水

４　外壁塗装等
　　 ①躯体コンクリート補修

②外壁塗装（雨掛かり部分） 　外壁の仕上げ塗装のはがれ 　塗装の塗替え
③外壁塗装（非雨掛かり部分） 　外壁の仕上げ塗装のはがれ 　塗装の塗替え
④軒天塗装

　　 ⑤タイル張補修
⑥シーリング 　シーリングのひび割れ 　シーリングの打替え

５　鉄部塗装等
①鉄部塗装（雨掛かり部分） 　鉄部塗装のはがれ 　塗装の塗替え
②鉄部塗装（非雨掛かり部分） 　鉄部塗装のはがれ 　塗装の塗替え
③非鉄部塗装

６　建具・金物等
①建具関係
②手すり
③屋外鉄骨階段
④金物類（集合郵便受等）
⑤金物類（ﾒｰﾀｰﾎﾞｯｸｽ扉等）

７　共用内部
　　 ①共用内部
８　給水設備
　　 ①給水管
　　 ②貯水槽
　　 ③給水ポンプ
９　排水設備

①排水管
②排水ポンプ 　弁類の劣化 　部品交換

10　ガス設備
　 ①ガス管
11　空調・換気設備

①空調設備
②換気設備

12　電灯設備等
　　 ①電灯設備
　　 ②配電盤類
　　 ③幹線設備

④避雷針設備
　 ⑤自家発電設備
13　情報・通信設備
　　 ①電話設備
　 ②テレビ共聴設備

③インターネット設備
④インターホン設備等

14　消防用設備
　 ①屋内消火栓設備
　　 ②自動火災報知設備

③連結送水管設備
15　昇降機設備
　　 ①昇降機
16　立体駐車場設備
　 ①自走式駐車場

②機械式駐車場
17　外構・附属施設

①外構
②附属施設

(注）調査・診断報告書（概要版）で代えることができる。

調査・診断箇所 ／       　　　　　　　棟　　　　　　　　　　　　団地共用部分

部位等

その他

外
構
他

建
物

設
備

調査・診断により確認された劣化 調査・診断により確認された劣化
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（様式第3-1号）　長期修繕計画の作成・修繕積立金の額の設定の考え方

基本的な考え方

(1) 長期修繕計画の目的

(2) 計画の前提等

・長期修繕計画は、作成時点において、計画期間の推定修繕工事の内容、時期、概算の費用
等に関して計画を定めるものです。
　推定修繕工事の内容の設定、概算の費用の算出等は、新築マンションの場合、設計図書、工
事請負契約書による請負代金内訳書及び数量計算書等を参考にして、また、既存マンションの場
合、保管されている設計図書のほか、修繕等の履歴、劣化状況等の調査・診断の結果等に基づ
いて行います。
　 したがって、長期修繕計画は次に掲げる事項のとおり、将来実施する計画修繕工事の内容、時
期、費用等を確定するものではありません。また、一定期間ごとに見直していくことを前提としていま
す。
①推定修繕工事の内容は、新築マンションの場合は現状の仕様により、既存マンションの場合は
現状又は見直し時点での一般的な仕様により設定するが、計画修繕工事の実施時には技術開
発等により異なることがある。
②時期（周期）は、おおよその目安であり、立地条件等により異なることがある。
③収支計画には、修繕積立金の運用利率、借入金の金利、物価・工事費価格及び消費税率の
変動など不確定な要素がある。

(3) 計画期間の設定

項　目
１　長期修繕計画の作成の考え方

・マンションの快適な居住環境を確保し、資産価値を維持するためには、適時適切な修繕工事を
行うことが必要です。また、必要に応じて建物及び設備の性能向上を図る改修工事を行うことも望
まれます。
・そのためには、次に掲げる事項を目的とした長期修繕計画を作成し、これに基づいて修繕積立金
の額を設定することが不可欠です。
①将来見込まれる修繕工事及び改修工事の内容、おおよその時期、概算の費用等を明確にす
る。
②計画修繕工事の実施のために積み立てる修繕積立金の額の根拠を明確にする。
③修繕工事及び改修工事に関する長期計画について、あらかじめ合意しておくことで、計画修繕工
事の円滑な実施を図る。

・長期修繕計画の作成に当たっては、次に掲げる事項を前提条件とします。
①推定修繕工事は、建物及び設備の性能・機能を新築時と同等水準に維持、回復させる修繕
工事を基本とする。
②区分所有者の要望など必要に応じて、建物及び設備の性能を向上させる改修工事を設定す
る。
③計画期間において、法定点検等の点検及び経常的な補修工事を適切に実施する。
④計画修繕工事の実施の要否、内容等は、事前に調査・診断を行い、その結果に基づいて判断
する。

・30年以上で、かつ大規模修繕工事が２回含まれる期間以上とします。

「長期修繕計画の目的」の【標準的な考
え方】を記載しています。記載内容を参
考として、各マンションの実態にあった「基
本的な考え方」を記載します。

「計画の前提等」の【標準的な考え方】を
記載しています。記載内容を参考として、
各マンションの実態にあった「基本的な考
え方」を記載します。

「計画期間の設定」の【標準的な考え方】
を記載しています。
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(4) 推定修繕工事項目の設定

(5) 修繕周期の設定

(6) 推定修繕工事費の算定

①仕様の設定

②数量計算

③単価の設定

【新築マンションの場合】
・標準様式第3-2号に沿って、設計図書等に基づいて設定しています。
・マンションの形状、仕様などにより該当しない項目、また、修繕周期が計画期間に含まれない
ため推定修繕工事費を計上していない項目があります。計画期間内に修繕周期に到達しない
項目に係る工事については、参考情報として当該工事の予定時期及び推定修繕工事費を明
示しています。
・長期修繕計画の見直し、大規模修繕工事のための調査・診断、修繕設計及び工事監理の
費用を含んでいます。
【既存マンションの場合】
・標準様式第3-2号に沿って、現状の長期修繕計画を踏まえ、保管されている設計図書、修
繕等の履歴、現状の調査・診断の結果等に基づいて設定しています。
・（必要に応じて）建物及び設備の性能向上に関する項目を追加しています。
・（必要に応じて）屋内共用給排水管と同時かつ一体的に行う専有部分の配管工事に関す
る項目を追加しています。
・マンションの形状、仕様などにより該当しない項目、また、修繕周期が計画期間に含まれない
ため推定修繕工事費を計上していない項目があります。計画期間内に修繕周期に到達しない
項目に係る工事については、参考情報として当該工事の予定時期及び推定修繕工事費を明
示しています。
・長期修繕計画の見直し、大規模修繕工事のための調査・診断、修繕設計及び工事監理の
費用を含んでいます。

【新築マンションの場合】
・推定修繕工事項目（小項目）ごとに、マンションの仕様、立地条件等を考慮して設定してい
ます。
・推定修繕工事の実施の際の経済性等を考慮し、実施時期を集約しています。
【既存マンションの場合】
・推定修繕工事項目（小項目）ごとに、マンションの仕様、立地条件、調査・診断の結果等
に基づいて設定しています。
・推定修繕工事の実施の際の経済性等を考慮し、実施時期を集約しています。

・推定修繕工事費は、推定修繕工事項目の小項目ごとに、算出した数量に設定した単価を
乗じて算定しています。
（・修繕積立金の運用益年　％、借入金の金利年　％、物価変動年　％を考慮していま
す。）
・消費税は、　％とし、会計年度ごとに計上しています。

【新築マンションの場合】
・推定修繕工事項目の小項目ごとに、現状の仕様を設定しています。
【既存マンションの場合】
・推定修繕工事項目の小項目ごとに、現状又は見直し時点での一般的な仕様を設定していま
す。

【新築マンションの場合】
・設計図書、工事請負契約による請負代金内訳書、数量計算書等を参考として、「建築数
量積算基準・同解説」等に準拠して、長期修繕計画用に算出しています。
【既存マンションの場合】
・現状の長期修繕計画を踏まえ、保管している設計図書、数量計算書、修繕等の履歴、現状
の調査・診断の結果等を参考として、「建築数量積算基準・同解説」等に準拠して、長期修
繕計画用に算出しています。
【新築マンションの場合】
・修繕工事特有の施工条件等を考慮し、設計図書、工事請負契約による請負代金内訳書
等を参考として設定しています。
・現場管理費・一般管理費・法定福利費、計画修繕工事にかかる瑕疵保険料等の諸経費お
よび消費税等相当額を上記とは①別途設定する方法と、前述の諸経費について、②見込まれ
る推定修繕工事ごとの総額に応じた比率の額を単価に含めて設定する方法があり、（前者①
／後者②）の方法で設定しています。
・単価に地域差がある場合には、必要に応じて考慮しています。

【既存マンションの場合】
・修繕工事特有の施工条件等を考慮し、過去の計画修繕工事の契約実績、その調査デー
タ、刊行物の単価、専門工事業者の見積価格等を参考として設定しています。
・現場管理費・一般管理費・法定福利費、計画修繕工事にかかる瑕疵保険料などの諸経費
および消費税等相当額を上記とは①別途設定する方法と、前述の諸経費について、②見込ま
れる推定修繕工事ごとの総額に応じた比率の額を単価に含めて設定する方法があり、（前者
①／後者②）の方法で設定しています。
・単価に地域差がある場合には、必要に応じて考慮しています。

新築・既存により「推定修繕工事項目の
設定」の【標準的な考え方】を記載してい
ます。記載内容を参考として、各マンショ
ンの実態にあった「基本的な考え方」を記
載します。

新築・既存により「修繕周期の設定」の
【標準的な考え方】を記載しています。記
載内容を参考として、各マンションの実態
にあった「基本的な考え方」を記載します。

「推定修繕工事費の算定」の【標準的な
考え方】を記載しています。記載内容を参
考として、各マンションの実態にあった「基本
的な考え方」を記載します。

新築・既存により「仕様の設定」の【標準
的な考え方】を記載しています。記載内容
を参考として、各マンションの実態にあった
「基本的な考え方」を記載します。

新築・既存により「数量計算」の【標準的
な考え方】を記載しています。記載内容を
参考として、各マンションの実態にあった
「基本的な考え方」を記載します。

新築・既存により「単価の設定」の【標準
的な考え方】を記載しています。記載内
容を参考として、各マンションの実態にあっ
た「基本的な考え方」を記載します。
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(7) 収支計画の検討

(8) 計画の見直し

修繕積立金の額の設定
・修繕積立金の積立ては、長期修繕計画の作成時点において、計画期間に積み立てる修繕積立
金の額を均等にする積立方式としています。なお、５年程度ごとの計画の見直しにより、計画期間
の推定修繕工事費の累計額の増加に伴って必要とする修繕積立金の額が増加します。
・修繕積立金のほか、専用庭等の専用使用料及び駐車場等の使用料からそれらの管理に要する
費用に充当した残金を修繕積立金会計に繰り入れることとしています。
・計画期間の推定修繕工事費の累計額を計画期間（月数）で除 し、各住戸の負担割合を乗
じて、月当たり戸当たりの修繕積立金の額を算定しています。
（【修繕積立基金を負担する場合】算定された修繕積立金の額から修繕積立基金を一定期間
（月数）で除した額を減額しています。）
（・大規模修繕工事の予定年度において、修繕積立金の累計額が推定修繕工事費の累計額を
一時的に下回るときは、その年度に一時金の負担、借入れ等の対応をとることが必要です。）

２　修繕積立金の額の設定の考え方

・計画期間に見込まれる推定修繕工事費（借入金がある場合はその償還金を含む。）の累計
額を、修繕積立金（修繕積立基金、一時金、専用庭等の専用使用料及び駐車場等の使用料
からの繰入れ並びに修繕積立金の運用益を含む。）の累計額が下回らないように計画していま
す。
（・建物及び設備の性能向上を図る改修工事に要する費用を含めた収支計画としています。）
（・機械式駐車場の維持管理に多額の費用を要することが想定されますので、管理費会計及び
修繕積立金会計とは区分して駐車場使用料会計を設けています。）

・長期修繕計画は、次に掲げる不確定な事項を含んでいますので、５年程度ごとに調査・診断を
行い、その結果に基づいて見直すことが必要です。なお、見直しには一定の期間（概ね１～２
年）を要することから、見直しについても計画的に行う必要があります。また、併せて修繕積立金の
額も見直します。
①建物及び設備の劣化の状況
②社会的環境及び生活様式の変化
③新たな材料、工法等の開発及びそれによる修繕周期、単価等の変動
④修繕積立金の運用益、借入金の金利、物価、工事費価格、消費税率等の変動

「収支計画の検討」の【標準的な考え方】
を記載しています。記載内容を参考として、
各マンションの実態にあった「基本的な考え
方」を記載します。

「計画の見直し」の【標準的な考え方】を記
載しています。記載内容を参考として、各
マンションの実態にあった「基本的な考え
方」を記載します。

「修繕積立金の額の設定」の【標準的な
考え方】を記載しています。記載内容を参
考として、各マンションの実態にあった「基
本的な考え方」を記載します。
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対象部位等 工事区分
（参考）

修繕周期
（参考）

想定している修繕方法等
（参考）

２　屋根防水

３　外壁塗装等床防水

４　外壁塗装等

５　鉄部塗装等

③非鉄部塗装

（アルミ製・ステンレス製等）
サッシ、面格子、ドア、手すり、避難ハッチ、換気口等 清掃 12～15年 清掃・養生

（ボード、樹脂、木製等）
隔て板・エアコンスリーブ・雨樋等 塗替 12～15年 下地処理、塩化ビニル樹脂塗料塗装

②鉄部塗装
（非雨掛かり部分）

（鋼製）住戸玄関ドア 塗替 5～7年 ケレン･錆止め･塗替

（鋼製）共用部分ドア、メーターボックス扉、手すり、照明器具、
設備機器、配電盤類、屋内消火栓箱等 塗替 5～7年 ケレン･錆止め･塗替

⑥シーリング 外壁目地、建具周り、スリーブ周り、部材接合部等 打替 12～15年
コンクリートの打継ぎ目地、サッシ回り、タイル伸縮目地のコー
キング打替え

①鉄部塗装
（雨掛かり部分）

（鋼製）開放廊下・階段、バルコニーの手すり 塗替 5～7年 ケレン･錆止め･塗替

（鋼製）屋上フェンス、設備機器、立て樋・支持金物、架台、避
難ハッチ、マンホール蓋、隔て板枠、物干金物等 塗替 5～7年 ケレン･錆止め･塗替

屋外鉄骨階段、自転車置場、遊具、フェンス 塗替 5～7年 ケレン･錆止め･塗替

④軒天塗装 開放廊下・階段、バルコニー等の軒天（上げ裏）部分
塗替 12～15年 高圧水洗の上、下地処理、アクリルシリコン樹脂塗材

除去・塗装 24～30年 既塗膜除去、アクリルシリコン樹脂塗材（撤去・新規防水）

⑤タイル張補修 外壁・手すり壁等 補修 12～15年 欠損・亀裂・浮部分補修、タイル面洗浄、磁器質タイル貼替え

②外壁塗装
（雨掛かり部分） 外壁、手すり壁等

塗替 12～15年 高圧水洗の上、下地処理、アクリルシリコン樹脂塗材

除去・塗装 24～30年 既存塗膜除去、アクリルシリコン樹脂塗材（撤去・新規防水）

③外壁塗装
（非雨掛かり部分） 外壁、手すり壁等

塗替 12～15年 高圧水洗の上、下地処理、アクリルシリコン樹脂塗材

除去・塗装 24～30年 既塗膜除去、アクリルシリコン樹脂塗材（撤去・新規防水）

②開放廊下・階段等床防
水

開放廊下・階段の床
（側溝、幅木を含む） 修繕 12～15年 高圧水洗の上、下地調整、ウレタン塗膜防水

①躯体コンクリート補修 外壁、屋根、床、手すり壁、軒天（上げ裏）、庇等
（コンクリート、モルタル部分） 補修 12～15年 ひび割れ･欠損・爆裂補修

24～30年
既存屋根材を全面撤去の上、下地補修、葺替え（ガルバリウム鋼
板等）

④庇・笠木等防水 庇天端、笠木天端、パラペット天端・アゴ、架台天端等 修繕 12～15年 高圧水洗の上、下地処理、ウレタン塗膜防水

①バルコニー床防水 バルコニーの床
（側溝、幅木を含む） 修繕 12～15年 高圧水洗の上、下地調整、ウレタン塗膜防水

①共通仮設 仮設 12～15年 仮設事務所、資材置き場等

②直接仮設 仮設 12～15年 枠組足場、養生シート等

①屋上防水（保護） 屋上、塔屋、ルーフバルコニー
補修・修繕 12～15年 伸縮目地の打替え、保護コンクリート部分補修

撤去・新設

撤去・葺替

（様式第3-2号）　推定修繕工事項目、修繕周期等の設定内容

推定修繕工事項目

Ⅰ　仮設
１　仮設工事

　Ⅱ　建物

24～30年 下地処理、ウレタン塗膜防水通気緩衝工法

②屋上防水（露出） 屋上、塔屋
補修・修繕 12～15年 下地処理、保護塗装（トップコート塗り）

撤去・新設 24～30年 下地処理、改質アスファルト防水（撤去・新規防水）

③傾斜屋根 屋根
補修・修繕 12～15年 塗装・部分補修

記載内容を参考とし、必要に応じて追加して、各マンションの
実態にあった「推定修繕工事項目」を記載します。

推測される「工事区分」を記載していますので、記載内容を
参考とし、必要に応じて追加して、各マンションの実態にあっ
た「工事区分」を記載します。

推測される「対象部位等」を記載し
ていますので、記載内容を参考とし、
必要に応じて追加して、各マンション
の実態にあった「対象部位等」を記
載します。

修繕工事項目、部位、工事区分に
対応した「修繕周期」を記載します。
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６　建具・金物等

７　共用内部

８　給水設備

９　排水設備

10　ガス設備

Ⅲ　設備

住戸玄関ドア、共用部分ドア、自動ドア

点検・調整 12～15年 点検、補修

取替 34～38年 建具取替、スチール枠被せ

窓サッシ、面格子、網戸、シャッター

点検・調整 12～15年 点検、補修

取替 34～38年 建具（掃出しアルミサッシ、面格子）取替、アルミ枠被せ

②手すり 開放廊下・階段、バルコニーの手すり、防風スクリーン 取替 34～38年 防風スクリーンの取替

③屋外鉄骨階段 屋外鉄骨階段

補修 12～15年 点検、補修

取替 34～38年 アルミ製トップレール取替

④金物類
（集合郵便受等）

集合郵便受、掲示板、宅配ロッカー等 取替 24～28年 ステンレス製集合郵便受取替

笠木、架台、マンホール蓋、階段ノンスリップ、避難ハッチ、タ
ラップ、排水金物、室名札、立て樋・支持金物、隔て板、
物干金物、スリーブキャップ等

取替 24～28年 竪樋、ステンレス製避難ハッチ、隔て板、ポーチ門扉取替

屋上フェンス等 取替 34～38年

⑤金物類
（メーターボックス扉
等）

メーターボックスの扉、パイプスペースの扉等 取替 34～38年 スチール製扉取替

①共用内部

管理事務室、集会室、内部廊下、内部階段等の壁、床、
天井 張替・塗替 12～15年 補修及び仕上材貼替等

エントランスホール、エレベーターホールの壁、床、天井 張替・塗替 12～15年
（壁）下地処理 砂壁状仕上塗材（床）大理石貼欠損・亀
裂部分補修　（天井）下地処理、塗替

①給水管
屋内共用給水管 更生 19～23年

屋内共用給水管、屋外共用給水管 取替 30～40年

②貯水槽
受水槽　　　　　　　　　　　　　　　　　　 補修・取替 12～16年 26～30年目に取替(同等品)

高置水槽 補修・取替 12～16年 26～30年目に取替(同等品)

③給水ポンプ 揚水ポンプ、加圧給水ポンプ、直結増圧ポンプ、弁類等
補修 5～8年 分解整備

取替 14～18年 取替(同等品)

①排水管
屋内共用雑排水管 更生 19～23年

屋内共用雑排水管、汚水管、雨水管 取替 30～40年

②排水ポンプ 排水ポンプ、弁類等
補修 5～8年

取替 14～18年 取替(同等品)

①ガス管 屋外埋設部ガス管、屋内共用ガス管 取替（更新） 28～32年

①建具関係
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11　空調・換気設備

12　電灯設備等

13　情報・通信設備

14　消防用設備

15　昇降機設備

16　立体駐車場設備

①空調設備 管理事務室、集会室等のエアコン 取替 13～17年 取替(同等品)

②換気設備 管理事務室、集会室、機械室、電気室等の換気扇、ダク
ト類、換気口、換気ガラリ 取替 13～17年 取替(同等品)

①電灯設備 共用廊下・エントランスホール等の照明器具、配線器具、非
常照明、避難口・通路誘導灯、外灯等 取替 18～22年 取替(同等品)

②配電盤類 配電盤・プルボックス等 取替 28～32年 取替(同等品)

③幹線設備 引込開閉器、幹線（電灯、動力）等 取替 28～32年 幹線ケーブル引替

④避雷針設備 避雷突針・ポール・支持金物・導線・接地極等　 取替 38～42年 取替(同等品)

⑤自家発電設備 発電設備 取替 28～32年

①電話設備 電話配線盤（MDF）、中間端子盤（IDF）等 取替 28～32年 取替(同等品)

②テレビ共聴設備 アンテナ、増幅器、分配器等　※同軸ケーブルを除く 取替 15～20年 取替(同等品)

③インターネット設備 住棟内ネットワーク 取替 28～32年 設備交換

④インターホン設備等 インターホン設備、オートロック設備、住宅情報盤、防犯設
備、配線等 取替 15～20年 取替(同等品)

①屋内消火栓設備 消火栓ポンプ、消火管、ホース類、屋内消火栓箱等 取替 23～27年 取替(同等品)

②自動火災報知設備 感知器、発信器、表示灯、音響装置、中継器、受信器等 取替 18～22年 取替(同等品)

③連結送水管設備 送水口、放水口、消火管、消火隊専用栓箱等 取替 23～27年 取替(同等品)

①昇降機
カゴ内装、扉、三方枠等 補修 12～15年 （かご内装・枠・扉）下地処理　化粧樹脂ﾌｨﾙﾑ貼り

全構成機器 取替 26～30年 制御リニューアル(モーター､制御盤他取替)

①自走式駐車場 プレハブ造（鉄骨造＋ＡＬＣ）

補修 8～12年 床面補修、鉄部塗装

建替 28～32年

②機械式駐車場 二段方式、多段方式（昇降式、横行昇降式、ピット式）
垂直循環方式等

補修 5年 補修(部品取替)

取替 18～22年 装置入替リニューアル
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17　外構・附属施設

18　調査・診断、設計、工事監理等費用

19　長期修繕計画作成費用

　Ⅴ　性能向上工事項目（例）（必要に応じて、Ⅱ建物又はⅢ設備に追加する。）

・情報通信（インターネット接続環境の整備等）

・給水方式の変更（直結増圧給水方式への変更等）

・電気容量の増量（電灯幹線の増量等）

・利便施設の設置（宅配ボックス等）

・エレベーターの安全性向上（戸開走行防止装置の設置等）

・外部環境（外構、植栽、工作物等の整備）

　Ⅵ　専有部分工事項目（専有部分配管）（例）（必要に応じて、「Ⅰ仮設」～「Ⅳ外構・その他」とは別項目として追加する。）

　Ⅶ　諸経費等　（例）上記工事項目と区別して設定する場合

改修 　　年

①専有部分配管（※） 専有部分給水管、専有部分雑排水管、専有部分汚水管 取替 28～32年 共用給排水管の取替と同時に実施

・現場管理費
・一般管理費
・法定福利費
・大規模修繕瑕疵保険の保険料　等

－ －

スロープ、手すりの設置、自動ドアの設置、エレベーターの設置・増
設 改修 　　年

断熱（屋上、外壁、開口部）、昇降機、照明等の設備の制御
等 改修 　　年

照明照度の確保、オートロック、防犯カメラの設置等 改修 　　年

①見直し 長期修繕計画の見直しのための点検・調査・診断
長期修繕計画の見直し

5年

耐震壁の増設、柱・梁の補強、免震、設備配管の補強、耐震ドア
への交換、エレベーターの着床装置・Ｐ波感知装置の設置等 改修 　　年

③工事監理 計画修繕工事の工事監理 12～15年

④臨時点検（被災時） 建物、設備、外構 －

①点検・調査・診断 大規模修繕工事の実施前に行う点検・調査・診断 10～12年

②設計、コンサルタント 計画修繕工事の設計（基本設計・実施設計）・コンサルタント 12～15年

②附属施設
自転車置場、ゴミ集積所 取替 24～28年

植樹 整備 24～28年

①外構

平面駐車場、車路・歩道等の舗装、側溝、排水溝、擁壁等 補修 24～28年 インターロッキング、アスファルト舗装

囲障（塀、フェンス等）、サイン（案内板）、遊具、ベンチ等 取替 24～28年 塗装補修 及び 取替（同等品）

埋設排水管、排水桝等
※埋設給水管を除く 取替 24～28年

(1) 耐震

(2) バリアフリー

(3) 省エネルギー

(4) 防犯

(5) その他

　※　屋内共用給水管・排水管等と同時かつ一体的に行う工事に限る

Ⅳ　外構・その他

区分所有者の要望など必要に応じて、建物・設備の性能を向上さ
せる改修工事を記載します。
（１）耐震については、耐震診断の結果により耐震改修が必要
となった場合において、耐震改修工事の費用が負担できないなどの
理由によりすぐに実施することが困難なときは、推定修繕工事項目
として設定します。
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事

費
の年

度
ごと

の合
計

額
を記

載
しま

す。
　借

入
金

があ
る場

合
は、

償
還

金
の年

度
の合

計
額

を記
載

しま
す。
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西
暦

20
18

年
20

19
年

20
20

年
20

21
年

20
22

年
20

23
年

20
24

年
20

25
年

20
26

年
20

27
年

20
28

年
20

29
年

20
30

年
20

31
年

20
32

年
20

33
年

20
34

年
20

35
年

20
36

年
20

37
年

20
38

年
20

39
年

20
40

年
20

41
年

20
42

年
20

43
年

20
44

年
20

45
年

20
46

年
20

47
年

経
年

19
20

21
22

23
24

25
26

27
28

29
30

31
32

33
34

35
36

37
38

39
40

41
42

43
44

45
46

47
48

合
計

１
仮

設
工

事
27

0
0

0
0

0
0

18
,4

24
0

0
0

0
0

1,
48

7
45

0
0

0
0

0
18

,4
24

0
0

0
0

0
1,

48
7

0
67

5
0

0
0

41
,2

16

２
屋

根
防

水
0

0
0

0
0

0
4,

31
7

0
0

0
0

0
9,

07
5

0
0

0
0

0
4,

03
7

0
0

0
0

0
16

,0
85

0
0

0
0

0
33

,5
13

３
床

防
水

0
0

0
0

0
0

14
,6

40
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

14
,6

40
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

29
,2

81

４
外

壁
塗

装
等

0
0

0
0

0
0

25
,8

87
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

25
,8

87
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

51
,7

73

５
鉄

部
塗

装
等

1,
55

0
0

0
0

0
0

3,
28

7
0

0
0

0
0

1,
21

1
0

0
0

0
0

3,
36

4
0

0
0

0
0

1,
55

0
0

0
0

0
0

10
,9

61

６
建

具
・金

物
等

0
0

0
0

0
0

9,
11

8
0

0
0

0
0

18
,4

50
0

0
0

0
0

60
,7

33
0

0
0

0
0

2,
29

5
0

0
0

0
0

90
,5

96

７
共

用
内

部
0

0
0

0
0

0
80

3
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

71
3

0
0

0
0

0
22

5
0

0
0

0
0

1,
74

1

８
給

水
設

備
0

0
0

1,
66

5
0

0
0

0
36

0
0

0
0

0
35

,3
03

0
0

0
0

36
0

0
0

0
0

1,
66

5
0

0
0

0
1,

53
0

0
40

,8
83

９
排

水
設

備
0

1,
82

3
0

0
0

0
78

8
14

0
0

0
1,

82
3

0
0

0
0

78
8

14
0

0
0

18
,9

23
0

0
0

0
78

8
14

0
0

24
,9

73
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ガ

ス設
備

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
45

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
45

0
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空

調
・換

気
設

備
0

66
6

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
66

6
0

0
0

0
0

0
0

0
1,

33
2

12
電

灯
設

備
等

0
31

5
0

0
0

0
3,

64
5

0
0

0
0

31
5

0
0

0
0

2,
56

5
0

0
0

0
31

5
0

0
0

0
21

,4
65

0
0

0
28

,6
20

13
情

報
・通

信
設

備
0

0
0

0
0

0
2,

16
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

9,
90

0
0

0
0

0
0

0
0

0
2,

32
2

0
0

0
14

,3
82

14
消

防
用

設
備

0
1,

01
7

45
45

63
72

5,
48

6
36

18
0

0
54

9
45

45
63

72
3,

83
4

36
18

0
0

3,
88

8
45

45
63

72
1,

60
7

36
18

0
17

,2
17

15
昇

降
機

設
備

0
0

0
0

0
0

0
0

0
10

,3
50

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

10
,3

50

16
立

体
駐

車
場

設
備

0
0

0
0

0
0

84
,5

10
0

0
0

0
1,

21
6

0
0

16
,9

60
0

37
,8

44
0

4,
50

0
0

0
96

8
4,

20
2

0
0

0
37

,8
44

0
0

0
18

8,
04

3

17
外

構
・附

属
施

設
1,

02
2

0
0

0
0

0
6,

41
5

0
0

0
0

0
1,

02
2

4,
77

0
0

0
0

0
5,

63
1

0
0

0
0

0
1,

02
2

0
0

0
0

0
19

,8
81

18
調

査
・診

断
、

設
計

、工
事

監
理

等
費

用
0

0
10

8
0

0
3,

44
7

4,
14

5
0

10
8

0
0

10
8

27
0

0
10

8
0

0
3,

44
7

6,
65

1
0

64
9

90
0

10
8

0
90

10
8

0
0

10
8

19
,5

44

19
長

期
修

繕
計

画
作

成
費

用
0

0
0

0
28

4
0

0
0

0
28

4
0

0
0

0
28

4
0

0
0

0
28

4
0

0
0

0
28

4
0

0
0

0
28

4
1,

70
6

諸
経

費
（

現
場

管
理

費
・一

般
管

理
費

、及
び

法
定

福
利

費
等

（
注

）
）

28
4

38
2

15
17

1
35

35
2

18
,3

62
5

49
1,

06
3

0
44

6
3,

15
6

4,
05

7
1,

74
2

7
4,

50
3

1,
34

0
14

,4
96

28
65

2,
48

5
42

5
18

2
2,

30
1

16
6,

48
1

5
15

5
39

62
,6

46

消
費

税
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0
33

6
17

18
8

38
38

7
20

,1
99

6
53

1,
17

0
0

49
1

3,
47

1
4,

46
2

1,
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6
8

4,
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3
1,
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4
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73
3

46
7
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0

2,
53

1
18

7,
12

9
6

17
0

43
68
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修
繕

積
立

金
等

累
計

改
正

案
（

＠
28

6円
／

㎡
･戸

･月
）

21
9,

86
2

23
9,

72
3

25
9,

58
5

27
9,

44
7

29
9,

30
9

31
9,

17
0

33
9,

03
2

35
8,

89
4

37
8,

75
5

39
8,

61
7

41
8,

47
9

43
8,

34
1

45
8,

20
2

47
8,

06
4

49
7,

92
6

51
7,

78
8

53
7,

64
9

55
7,

51
1

57
7,

37
3

59
7,

23
4

61
7,

09
6

63
6,

95
8

65
6,

82
0

67
6,

68
1

69
6,

54
3

71
6,

40
5

73
6,

26
6

75
6,

12
8

77
5,

99
0

79
5,

85
2

修
繕

積
立

金
等

累
計

現
行

（
＠

25
3円

／
㎡

･戸
･月

）
21

6,
48

6
23

4,
24

0
25

1,
99

4
26

9,
74

8
28

7,
50

2
30

5,
25

6
32

3,
01

0
34

0,
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4
35

8,
51

8
37

6,
27

2
39

4,
02

6
41

1,
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0
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9,
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4
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8
46
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2
48

2,
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6
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0
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4
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6,
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2
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1,
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6
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0
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7,
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4
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4,
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8
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2,
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2
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0,
33

6
67

8,
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0
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5,
84

4
71

3,
59

8
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1,
35
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修
繕

積
立

金
次

年
度

繰
越

金
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6,
48

6
23

1,
80

9
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1,
48

6
26

9,
27

8
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8,
72

0
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4,
32

4
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2,
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1
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1,
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2
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1,
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5
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8,
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9
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7,
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1
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6
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2
13

4,
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3,
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6
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3,
41

1
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8,
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6
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6
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0
-1
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3
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,6
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-1

9,
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8
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3
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,5
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,9
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推
定

修
繕

工
事

費
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計
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5

7,
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4
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9
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,5
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14
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7,
03

1
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7,
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2
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7,
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6
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8
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2
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6
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8,
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4
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6,
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8
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2
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1,

56
6

58
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2
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5
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9
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7,
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1
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2,
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6
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4,

07
2

13
4,

84
7
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3,

63
6

15
3,

41
1
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8,

78
6
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2,

43
6

-3
3,

10
0

-1
3,

58
3

5,
49

4
-4

,7
11

10
,0

11
27

,6
73

19
,6

93
39

,3
58

-1
9,

19
8

60
3

18
,5

92
37

,9
78

3,
37

5
7,

91
4

8,
09

9
10

,1
68

10
,5

89
14

,8
47

23
7,

03
1

23
7,

09
2

23
7,

68
0

25
0,

54
8

25
0,

54
8

25
5,

94
5

29
4,

13
1

34
3,

21
7

36
4,

29
0

36
4,

37
7

41
8,

86
4

43
5,

07
5

61
0,

47
3

61
0,

81
7

61
1,

60
2

64
1,

66
9

64
6,

80
8

64
9,

00
8

67
6,

85
0

67
7,

04
6

75
5,

46
4

75
5,

52
5

75
7,

39
8

75
7,

87
3

-1
00

,0
000

10
0,

00
0

20
0,

00
0

30
0,

00
0

40
0,

00
0

50
0,

00
0

60
0,

00
0

70
0,

00
0

80
0,

00
0

90
0,

00
0

（
千

円
）

（
様

式
4-

2）
収

支
計

画
グ

ラフ

年
度

ご
との

推
定

修
繕

工
事

費
を

表
して

い
ま

す
。

修
繕

積
立

金
の

次
年

度
繰

越
金

の
推

移
を

表
して

い
ま

す
。

推
定

修
繕

工
事

費
の

累
計

額
の

推
移

を表
して

い
ま

す
。

改
訂

後
の

修
繕

積
立

金
の

累
計

額
の

推
移

を
表

して
い

ま
す

。

現
行

の
修

繕
積

立
金

の
累

計
額

の
推

移
を

表
して

い
ま

す
。

作
成
日
／
20
21
年
○
月
○
○
日

集
会
（
管
理
組
合
総
会
）
で
議
決
さ
れ
た
日
／
20
21
年
○
月
○
○
日

）
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（
様

式
第

4-
3号

）
長

期
修

繕
計

画
表

（
推

定
修

繕
工

事
項

目
（

小
項

目
）

別
、年

度
別

）
　

作
成

日
／

20
21

年
○

月
○

○
日

集
会

（
管

理
組

合
総

会
）

で
議

決
され

た
日

／
20

21
年
○

月
○

○
日

単
位

：
千

円

修
繕
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期
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年

20
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20
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20
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20
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20
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20
23

20
24

20
25

20
26

20
27
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28

20
29
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30
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31
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33
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34
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35
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36
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20
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46
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参
考
）
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年
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6
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仮
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1,
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0
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5
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1,
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,8
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直

接
仮

設
仮

設
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,3
74
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7

14
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7
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,5
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6
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,5
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Ⅱ
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5
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35
1
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建

物
①

屋
上

防
水

（
保
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補
修

、修
繕
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～

15
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4
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4

1,
38

8
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9
1,

52
7

撤
去

・新
設

24
～

30
年

0
0

0
②

屋
上

防
水

（
露
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補
修

、修
繕

12
～

15
年

1,
76

1
8,
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0

1,
76

1
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,5
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,5

32
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75
3

30
,2

85
撤

去
・新

設
24

～
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年
0

0
0

③
傾

斜
屋

根
補

修
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繕
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～
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年
34

34
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7
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撤
去

・葺
替

24
～
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年

0
0

0
④

庇
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木
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防
水

修
繕

12
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年

1,
68

8
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5
1,
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8
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5

4,
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5
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3
4,

97
8

３
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防
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,6

40
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40

29
,2
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2,

92
8

32
,2

09
①

バ
ル

コニ
ー

床
防

水
修

繕
12

～
15

年
5,

83
7

5,
83

7
11

,6
73

1,
16

7
12

,8
40

②
開

放
廊

下
・階

段
等

床
防

水
修

繕
12

～
15

年
8,

80
4

8,
80

4
17

,6
08

1,
76

1
19

,3
68

４
　外

壁
塗

装
等

25
,8

87
25

,8
87

51
,7

73
5,

17
7

56
,9

51
　　

①
躯

体
コン

クリ
ー

ト補
修

補
修

12
～

15
年

3,
12

1
3,

12
1

6,
24

2
62

4
6,

86
7

②
外

壁
塗

装
（

雨
掛

か
り部

分
）

塗
替

12
～

15
年

2,
74

4
2,

74
4

5,
48

9
54

9
6,

03
7

除
去

・塗
装

24
～

30
年

0
0

0
③

外
壁

塗
装

（
非

雨
掛

か
り部

分
）

塗
替

12
～

15
年

1,
83

0
1,

83
0

3,
65

9
36

6
4,

02
5

除
去

・塗
装

24
～

30
年

0
0

0
④

軒
天

塗
装

塗
替

12
～

15
年

2,
46

3
2,

46
3

4,
92

7
49

3
5,

41
9

除
去

・塗
装

24
～

30
年

0
0

0
⑤

タイ
ル

張
補

修
補

修
12

～
15

年
11

,2
34

11
,2

34
22

,4
68

2,
24

7
24

,7
14

　　
⑥

シ
ー

リン
グ

打
替

12
～

15
年

4,
49

5
4,

49
5

8,
98

9
89

9
9,

88
8

５
　鉄

部
塗

装
等

1,
55

0
3,

28
7

1,
21

1
3,

36
4

1,
55

0
10

,9
61

1,
06

5
12

,0
26

①
鉄

部
塗

装
（

雨
掛

か
り部

分
）

塗
替

5～
7年

1,
55

0
1,

55
0

1,
21

1
1,

48
6

1,
55

0
7,

34
6

70
4

8,
04

9
②

鉄
部

塗
装

（
非

雨
掛

か
り部

分
）

塗
替

5～
7年

7
7

1
8

③
非

鉄
部

塗
装

清
掃

・塗
替

12
～

15
年

1,
73

0
1,

87
8

3,
60

8
36

1
3,

96
9

６
　建

具
・金

物
等

9,
11

8
18

,4
50

60
,7

33
2,

29
5

90
,5

96
9,

06
0

99
,6

55
①

建
具

関
係

点
検

・調
整

12
～

15
年

1,
06

1
18

,4
50

54
,0

78
2,

29
5

75
,8

84
7,

58
8

83
,4

73
取

替
34

～
38

年
0

0
0

②
手

す
り

取
替

34
～

38
年

1,
59

2
2,

39
0

3,
98

3
39

8
4,

38
1

③
屋

外
鉄

骨
階

段
補

修
12

～
15

年
0

0
0

取
替

34
～

38
年

0
0

0
④

金
物

類
（

集
合

郵
便

受
等

）
取

替
24

～
28

年
5,

97
5

3,
65

0
9,

62
6

96
3

10
,5

88
⑤

金
物

類
（

ﾒｰ
ﾀｰ

ﾎﾞ
ｯｸ

ｽ扉
等

）
取

替
34

～
38

年
49

0
61

4
1,

10
3

11
0

1,
21

4
７

　共
用

内
部

80
3

71
3

22
5

1,
74

1
17

4
1,

91
5

　　
①

共
用

内
部

張
替

・塗
替

12
～

15
年

80
3

71
3

22
5

1,
74

1
17

4
1,

91
5

Ⅲ
８

　給
水

設
備

1,
66

5
36

0
35

,3
03

36
0

1,
66

5
1,

53
0

40
,8

83
4,

08
8

44
,9

71
設

備
　　

①
給

水
管

更
生

19
～

23
年

0
0

0
（

更
生

後
）

取
替

30
～

40
年

0
0

0
（

更
生

な
し）

取
替

28
～

32
年

26
,0

33
26

,0
33

2,
60

3
28

,6
36

　　
②

貯
水

槽
補

修
12

～
16

年
1,

30
5

1,
30

5
2,

61
0

26
1

2,
87

1
取

替
26

～
30

年
7,

74
0

7,
74

0
77

4
8,

51
4

　　
③

給
水

ポ
ン

プ
補

修
5～

8年
36

0
36

0
1,

53
0

36
0

36
0

1,
53

0
4,

50
0

45
0

4,
95

0
取

替
14

～
18

年
0

0
0

９
　排

水
設

備
1,

82
3

78
8

14
1,

82
3

78
8

14
18

,9
23

78
8

14
24

,9
73

2,
46

1
27

,4
34

①
排

水
管

更
生

19
～

23
年

0
0

0
（

更
生

後
）

取
替

30
～

40
年

0
0

0
（

更
生

な
し）

取
替

28
～

32
年

17
,1

00
17

,1
00

1,
71

0
18

,8
10

②
排

水
ポ

ン
プ

補
修

5～
8年

78
8

14
78

8
14

78
8

14
2,

40
6

24
1

2,
64

6
取

替
14

～
18

年
1,

82
3

1,
82

3
1,

82
3

5,
46

8
51

0
5,

97
8

10
　ガ

ス
設

備
45

0
45

0
45

49
5

　
①

ガ
ス

管
取

替
28

～
32

年
45

0
45

0
45

49
5

11
　空

調
・換

気
設

備
66

6
66

6
1,

33
2

12
0

1,
45

2
①

空
調

設
備

取
替

13
～

17
年

13
5

13
5

27
0

24
29

4
②

換
気

設
備

取
替

13
～

17
年

53
1

53
1

1,
06

2
96

1,
15

8

（
参

考
）

計
画

期
間

外
に

実
施

予
定

の
工

事
（

計
画

期
間

内
に

工
事

が
予

定
され

てい
な

い
項

目
の

み
）

１
　仮

設
工

事

推
定

修
繕

工
事

項
目

工
事

区
分

小
計

消
費

税
合

計
実

施
予

定
時

期
概

算
工

事
額

（
「３

．
床

防
水

」と
「４

．
外

壁
補

修
等

」に
つ

い
て

の
記

載
例

で
す

。）
様

式
第

３
－

２
号

（
項

目
・周

期
の

設
定

）
で

設
定

した
周

期
に基

づ
き

、推
定

修
繕

工
事

費
用

を計
上

しま
す

。
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12
　電

灯
設

備
等

31
5

3,
64

5
31

5
2,

56
5

31
5

21
,4

65
28

,6
20

2,
85

6
31

,4
76

　　
①

電
灯

設
備

取
替

18
～

22
年

31
5

1,
44

0
31

5
31

5
31

5
3,

24
0

5,
94

0
58

8
6,

52
8

　　
②

配
電

盤
類

取
替

28
～

32
年

2,
20

5
2,

25
0

4,
18

5
8,

64
0

86
4

9,
50

4
　　

③
幹

線
設

備
取

替
28

～
32

年
13

,5
00

13
,5

00
1,

35
0

14
,8

50
④

避
雷

針
設

備
取

替
38

～
42

年
54

0
54

0
54

59
4

　
⑤

自
家

発
電

設
備

取
替

28
～

32
年

0
0

0
13

　情
報

・通
信

設
備

2,
16

0
9,

90
0

2,
32

2
14

,3
82

1,
43

8
15

,8
20

　　
①

電
話

設
備

取
替

28
～

32
年

0
0

0
　

②
テ

レ
ビ共

聴
設

備
取

替
15

～
20

年
2,

16
0

2,
32

2
4,

48
2

44
8

4,
93

0
③

イン
ター

ネ
ット

設
備

取
替

28
～

32
年

0
0

0
④

イン
ター

ホ
ン

設
備

等
取

替
15

～
20

年
9,

90
0

9,
90

0
99

0
10

,8
90

14
　消

防
用

設
備

1,
01

7
45

45
63

72
5,

48
6

36
18

54
9

45
45

63
72

3,
83

4
36

18
3,

88
8

45
45

63
72

1,
60

7
36

18
17

,2
17

1,
70

1
18

,9
18

　
①

屋
内

消
火

栓
設

備
取

替
23

～
27

年
65

7
45

45
63

72
45

36
18

9
45

45
63

72
1,

39
5

36
18

9
45

45
63

72
45

36
18

2,
99

7
28

7
3,

28
4

　　
②

自
動

火
災

報
知

設
備

取
替

18
～

22
年

5,
44

1
54

0
90

3,
87

9
1,

56
2

11
,5

11
1,

15
1

12
,6

62
③

連
結

送
水

管
設

備
取

替
23

～
27

年
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0
2,

34
9

2,
70

9
26

4
2,

97
3
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　昇

降
機
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備
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,3

50
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,3
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1,
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5
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,3
85

　　
①

昇
降

機
補

修
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～
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年
0
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0

取
替
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～
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年
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1,
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5
11

,3
85
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体
駐

車
場

設
備
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1,

21
6
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,9
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,8
44

4,
50

0
96

8
4,

20
2

37
,8

44
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8,
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3
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20
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84
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①

自
走

式
駐

車
場

補
修

8～
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年
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0

建
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～
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年
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0

0
②
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械
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車
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修

5年
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1,
21

6
16
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4,
50

0
96

8
4,

20
2
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2,

35
5
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,2

36
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3,
59

1
取

替
18

～
22

年
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,8
44

37
,8

44
75

,6
88

7,
56

9
83

,2
57

Ⅳ
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　外
構

・附
属

施
設

1,
02

2
6,

41
5

1,
02

2
4,

77
0

5,
63

1
1,

02
2

19
,8

81
1,

96
8

21
,8

49
外

構
・

①
外

構
補

修
、取

替
24

～
28

年
4,

30
3

4,
77

0
3,

07
6

12
,1

49
1,

21
5

13
,3

64
そ

の
他

②
附

属
施

設
取

替
、整

備
24

～
28

年
1,

02
2

2,
11

2
1,

02
2

2,
55

5
1,

02
2

7,
73

2
75

3
8,

48
5

18
　調

査
・診

断
、設

計
、工

事
監

理
等

費
用

10
8

3,
44

7
4,

14
5

10
8

10
8

27
0

10
8

3,
44

7
6,

65
1

64
9

90
10

8
90

10
8

10
8

19
,5

44
1,

95
4

21
,4
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①
点

検
・調

査
・診

断
10

～
12

年
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8
10

8
10

8
27

0
10

8
64

9
90

10
8

90
10

8
10

8
1,

85
5

18
5

2,
04

0
②

設
計

等
12

～
15

年
3,

44
7

3,
44

7
6,

89
4

68
9

7,
58

3
③

工
事

監
理

12
～

15
年

4,
14

5
6,

65
1

10
,7

95
1,

08
0

11
,8

75
④

臨
時

点
検

（
被

災
時

）
－

0
0

0
19

　長
期

修
繕

計
画

作
成

費
用

28
4

28
4

28
4

28
4

28
4

28
4

1,
70

6
17

1
1,

87
7

　　
①

見
直

し
5年

28
4

28
4

28
4

28
4

28
4

28
4

1,
70

6
17

1
1,

87
7

小
計

2,
84

1
3,

82
1

15
3

1,
71

0
34

7
3,

51
9

18
3,

62
3

50
48

6
10

,6
34

0
4,

46
0

31
,5

59
40

,5
68

17
,4

15
72

45
,0

31
13

,3
97

14
4,

95
7

28
4

64
9

24
,8

49
4,

24
7

1,
81

8
23

,0
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16
2

64
,8

08
50

1,
54

8
39

2
62

6,
46

3
62

,5
13

68
8,

97
6

28
4

38
2

15
17

1
35

35
2

18
,3

62
5

49
1,

06
3

0
44

6
3,

15
6

4,
05

7
1,

74
2

7
4,

50
3

1,
34

0
14

,4
96

28
65

2,
48

5
42

5
18

2
2,

30
1

16
6,

48
1

5
15

5
39

62
,6

46
6,

25
1

68
,8

98
消

費
税

25
0

33
6

17
18

8
38

38
7

20
,1

99
6

53
1,

17
0

0
49

1
3,

47
1

4,
46

2
1,

91
6

8
4,

95
3

1,
47

4
15

,9
45

31
71

2,
73

3
46

7
20

0
2,

53
1

18
7,

12
9

6
17

0
43

68
,7

64
6,

86
5

75
,6

29
3,

37
5

4,
53

9
18

5
2,

06
9

42
0

4,
25

8
22

2,
18

4
61

58
8

12
,8

68
0

5,
39

7
38

,1
86

49
,0

87
21

,0
72

87
54

,4
87

16
,2

11
17

5,
39

9
34

4
78

5
30

,0
67

5,
13

9
2,

20
0

27
,8

42
19

6
78

,4
18

61
1,

87
3

47
5

75
7,

87
3

3,
37

5
7,

91
4

8,
09

9
10

,1
68

10
,5

89
14

,8
47

23
7,

03
1

23
7,

09
2

23
7,

68
0

25
0,

54
8

25
0,

54
8

25
5,

94
5

29
4,

13
1

34
3,

21
7

36
4,

29
0

36
4,

37
7

41
8,

86
4

43
5,

07
5

61
0,

47
3

61
0,

81
7

61
1,

60
2

64
1,

66
9

64
6,

80
8

64
9,

00
8

67
6,

85
0

67
7,

04
6

75
5,

46
4

75
5,

52
5

75
7,

39
8

75
7,

87
3

（
注

）
諸

経
費

に
は

「
長

期
修

繕
計

画
作

成
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
」

3
3
ペ

ー
ジ

に
示

す
と

お
り

、
現

場
管

理
費

・
一

般
管

理
費

・
法

定
福

利
費

の
ほ

か
、

大
規

模
修

繕
瑕

疵
保

険
の

保
険

料
な

ど
も

見
込

ん
で

修
繕

積
立

金
額

を
検

討
す

る
こ

と
が

重
要

で
す

。

諸
経

費
（

現
場

管
理

費
・一

般
管

理
費

、及
び

法
定

福
利

費
等

（
注

）
）

　　
　　

　　
　　

 推
定

修
繕

工
事

費
　年

度
合

計
　　

　　
　　

　　
 推

定
修

繕
工

事
費

　累
計
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作成日／ 2021年○月○○日

（様式4-4）推定修繕工事費内訳書 集会（管理組合総会）で議決された日／ 2021年○月○○日

修繕周期
（参考）

Ⅰ
仮設 共通仮設 仮設

直接仮設 仮設
Ⅱ ２　屋根防水

建物 ①屋上防水（保護） 屋上、塔屋、ルーフバルコニー 補修、修繕
撤去・新設

②屋上防水（露出） 屋上、塔屋 補修、修繕
撤去・新設

③傾斜屋根 屋根 補修、修繕
撤去・葺替

④庇・笠木等防水 庇、笠木、パラペット、架台の天端等 修繕
３　床防水 14,640,300

①バルコニー床防水 バルコニーの床 修繕 高圧水洗の上、下地調整、ウレタン塗膜防水 ㎡ 739.27 8,300 6,135,959 12～15年
②開放廊下・階段等床防水 開放廊下 修繕 高圧水洗の上、下地調整、ウレタン塗膜防水 ㎡ 676.45 7,600 5,140,988 12～15年

開放階段 修繕 高圧水洗の上、下地調整、ウレタン塗膜防水 ㎡ 436.80 7,700 3,363,353 12～15年
４　外壁塗装等 25,886,700

　　①躯体コンクリート補修 外壁、屋根、床、手すり壁、軒天、庇等 補修 ひび割れ･欠損・爆裂補修 ㎡ 3,532.69 1,000 3,532,695 12～15年
②外壁塗装（雨掛かり部分） 外壁、手すり壁等 塗替 高圧水洗の上、下地処理、アクリルシリコン樹脂塗材 ㎡ 2,364.44 1,500 3,546,662 12～15年

除去・塗装 既存塗膜除去、アクリルシリコン樹脂塗材（撤去・新規防水） ㎡ 24～30年
③外壁塗装（非雨掛かり部分） 外壁、手すり壁等 塗替 高圧水洗の上、下地処理、アクリルシリコン樹脂塗材 ㎡ 1,364.00 1,200 1,636,804 12～15年

除去・塗装 既存塗膜除去、アクリルシリコン樹脂塗材（撤去・新規防水） ㎡ 24～30年
④軒天塗装 開放廊下・階段、バルコニー等の軒天部分 塗替 高圧水洗の上、下地処理、アクリルシリコン樹脂塗材 ㎡ 2,233.88 1,250 2,792,344 12～15年

除去・塗装 既存塗膜除去、アクリルシリコン樹脂塗材（撤去・新規防水） ㎡ 24～30年
⑤タイル張補修 外壁・手すり壁等　 補修 欠損・亀裂・浮部分補修、タイル面洗浄、磁器質タイル貼替え ㎡ 232.24 40,000 9,289,444 12～15年

　　⑥シーリング 外壁目地、建具周り、部材接合部等 打替 コンクリートの打継ぎ目地、サッシ回り、タイル伸縮目地のコーキング打替え ㎡ 3,914.42 1,300 5,088,751 12～15年
５　鉄部塗装等

①鉄部塗装（雨掛かり部分） 開放廊下・階段、バルコニーの手すり等 塗替
②鉄部塗装（非雨掛かり部分） 住戸玄関ドア、共用部分ドア等 塗替
③非鉄部塗装 サッシ、面格子、ドア、手すり、避難ハッチ等 清掃・塗替

６　建具・金物等
①建具関係 住戸玄関ドア、共用部分ドア、窓サッシ等 点検・調整

取替
②手すり 開放廊下・階段、バルコニーの手すり等 取替
③屋外鉄骨階段 屋外鉄骨階段 補修

取替
④金物類（集合郵便受等） 集合郵便受、掲示板、笠木、架台等 取替
⑤金物類（ﾒｰﾀｰﾎﾞｯｸｽ扉等） メーターボックスの扉、パイプスペースの扉等　 取替

７　共用内部
　　①共用内部 管理事務室、内部廊下等の壁、床、天井 張替・塗替

Ⅲ ８　給水設備
設備 　　①給水管 屋内共用給水管 更生

屋内共用給水管、屋外共用給水管 取替
　　②貯水槽 受水槽、高置水槽　　 補修

取替
　　③給水ポンプ 揚水ポンプ等 補修

取替
９　排水設備

①排水管 屋内共用雑排水管 更生
屋内共用雑排水管、汚水管、雨水管 取替

②排水ポンプ 排水ポンプ 補修
取替

10　ガス設備
　 ①ガス管 屋外埋設部ガス管、屋内共用ガス管 取替
11　空調・換気設備

①空調設備 管理事務室、集会室等のエアコン 取替
②換気設備 管理事務室等の換気扇、換気口、換気ガラリ等 取替

12　電灯設備等
　　①電灯設備 共用廊下等の照明器具、配線器具、非常照明等 取替
　　②配電盤類 配電盤・プルボックス等 取替
　　③幹線設備 引込開閉器、幹線（電灯、動力）等 取替

④避雷針設備 避雷突針・ポール・支持金物・導線・接地極等　 取替
　 ⑤自家発電設備 発電設備 取替
13　情報・通信設備
　　①電話設備 電話配線盤（MDF）、中間端子盤（IDF）等 取替
　 ②テレビ共聴設備 アンテナ、増幅器、分配器等 取替

③インターネット設備 住棟内ネットワーク 取替
④インターホン設備等 インターホン設備、オートロック設備等 取替

14　消防用設備
　 ①屋内消火栓設備 消火栓ポンプ、消火管、ホース類等 取替
　　②自動火災報知設備 感知器、発信器、表示灯、音響装置、受信器等 取替

③連結送水管設備 送水口、放水口、消火管、消火隊専用栓箱等 取替
15　昇降機設備
　　①昇降機 カゴ内装、扉、三方枠等 補修

全構成機器 取替
16　立体駐車場設備
　 ①自走式駐車場 プレハブ造（鉄骨造＋ＡＬＣ） 補修

建替
②機械式駐車場 二段方式、多段方式、垂直循環方式等 補修

取替
Ⅳ 17　外構・附属施設

外構 ①外構 平面駐車場、車路・歩道等の舗装、排水溝、擁壁等 補修、取替
  ・ ②附属施設 自転車置場、ゴミ集積所、植樹 取替、整備
の他 18　調査・診断、設計、工事監理等費用

　 ①点検・調査・診断、設計等 計画修繕工事の実施に向けた点検・調査・診断
②設計等 計画修繕工事の設計等
③工事監理 計画修繕工事の工事監理
④臨時点検（被災時） 建物、設備、外構

19　長期修繕計画作成費用
　　①見直し 見直しに向けた点検・調査・診断、長期修繕計画の見直し

現場管理費
一般管理費
法定福利費
大規模修繕瑕疵保険の保険料（注）

１　仮設工事

推定修繕工事項目 対象部位等 工事区分 仕様等

（注）「長期修繕計画作成ガイドライン」33ページに示すとおり、年度ごとに計上する工事費に現場管理費・一般管理費・法定福利費、大規模修繕瑕疵保険の保険料等の諸経費および消費税等相当額を別途
見込んで修繕積立金額を検討することが重要です。

諸
経
費

単位 数量 単価 金額

（「３．床防水」と「４．外壁補修等」についての記載例です。）
様式第３－２号（項目・周期の設定）で設定した小項目ごとに（さらに
必要により部位ごとに）、概算の数量と単価を設定し、推定修繕工事費を
算出します。
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＝

①
＋

②
＋

O
）

※
残

高
・基

金
、そ

の
他

会
計

か
らの

振
替

等
含

む （
㎡

当
た

り月
当

た
り）

38
9
①
+
②
+
O

Ｂ
タイ

プ
Ｂ

タイ
プ

Ｂ
タイ

プ
Ｂ

タイ
プ

均
等

積
立

方
式

の
場

合
は

使
用

しな
い

Ａ
欄

：
様

式
第

４
－

１
号

（
総

括
表

）
の

支
出

欄
【推

定
修

繕
工

事
費

年
度

合
計

】の
計

画
期

間
の

合
計

額
を転

記
しま

す
。

③
欄

に
、計

画
期

間
全

体
に

お
け

る修
繕

積
立

金
の

平
均

額
（

機
械

式
駐

車
場

分
を含

む
）

が
表

示
され

ま
す

。

Ｂ
欄

：
既

存
の

場
合

で
借

入
金

が
あ

る場
合

は
記

入
が

必
要

で
す

。
様

式
第

４
－

１
号

（
総

括
表

）
の

支
出

欄
【借

入
金

の
償

還
金

年
度

合
計

】の
計

画
期

間
の

合
計

を記
入

しま
す

。

Ｄ
欄

：
様

式
第

４
－

１
号

（
総

括
表

）
の

収
入

欄
【計

画
期

間
当

初
の

修
繕

積
立

金
会

計
の

残
高

】
（

修
繕

積
立

金
基

金
を含

む
）

の
計

画
初

年
度

の
金

額
を記

入
しま

す
。

Ｅ
欄

：
専

用
使

用
料

、駐
車

場
等

の
使

用
料

を
修

繕
積

立
金

会
計

に
繰

り入
れ

て
い

る
場

合
は

、
様

式
第

４
－

１
号

（
総

括
表

）
の

収
入

欄
【専

用
使

用
料

等
か

らの
繰

入
額

年
度

合
計

】の
計

画
期

間
の

合
計

額
を転

記
しま

す
。

Ｊ
欄

：
様

式
第

３
－

１
号

（
長

期
修

繕
計

画
の

作
成

・修
繕

積
立

金
の

額
の

設
定

の
考

え
方

）
（

３
）

計
画

期
間

の
設

定
で

記
載

した
期

間
を

転
記

しま
す

。
段

階
増

額
積

立
方

式
の

場
合

、設
定

期
間

ごと
に

年
数

を記
載

しま
す

。

Q
欄

：
修

繕
積

立
金

の
額

の
平

均
（

戸
当

た
り月

当
た

り）
を

記
載

しま
す

。

Ｌ
欄

・Ｍ
欄

：
住

戸
タイ

プで
異

な
る場

合
は

、「
表

住
戸

タイ
プ

別
修

繕
積

立
金

の
額

」に
記

載
しま

す
。

F欄
：

計
画

期
間

中
に

修
繕

積
立

金
の

運
用

益
が

あ
る場

合
は

、様
式

第
４

－
１

号
（

総
括

表
）

の
収

入
欄

【修
繕

積
立

金
の

運
用

益
】の

計
画

期
間

の
合

計
額

を記
入

しま
す

。
G欄

：
計

画
期

間
中

に
一

時
金

の
予

定
が

あ
る

場
合

は
、計

画
期

間
に

予
定

す
る一

時
金

の
合

計
額

を記
入

しま
す

。
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 参考資料１ 建物の専有部分と共用部分の区分 

  

  区分所有法及び標準管理規約に基づいた建物の専有部分と共用部分の区分について、参

考に示します。 

 
       ・表 建物の専有部分と共用部分の区分（単棟型の場合） 

区分 区分所有法 マンション標準管理規約 
 
専

有

部

分 

 

 

 

 

・区分所有権の目的たる建物

の部分 
 （第２条第３項） 
 
                     
           

・住戸番号を付した住戸 
・専有部分を他から区分する構造物のうち、 
    天井、床及び壁の躯体部分を除く部分 
    玄関扉の錠及び内部塗装部分 

    ※窓枠及び窓ガラスは含まれない 
・上記の専有部分の専用に供される設備のうち共用部分内にあ

る部分以外のもの（第７条） 

 

 

規約 
共用 
部分 

規約により共用部分とされた

建物の部分及び附属の建物 
（第４条第２項） 

・管理事務室、管理用倉庫、清掃員控室、集会室、トランクル

ーム、倉庫及びそれらの附属物 
 （第８条、別表第２第３項） 

 
 
共

用

部

分 

 

 

 

 

 
 
 
 
法定 
共用 
部分 

 

・専有部分以外の建物の部分、

専有部分に属さない建物

の附属物 
 （第２条第４項） 
・数個の専有部分に通ずる廊

下又は階段室その他構造

上区分所有者の全員又は

その一部の共用に供され

るべき建物の部分 
 （第４条第１項） 

 

・エントランスホール、廊下、階段、エレベーターホール、エ

レベーター室、共用トイレ、屋上、屋根、塔屋、ポンプ室、

自家用電気室、機械室、受水槽室、高置水槽室、パイプスペ

ース、メーターボックス（給湯器ボイラー等の設備を除く。）、

内外壁、界壁、床スラブ、床、天井、柱、基礎部分、バルコ

ニー等専有部分に属さない「建物の部分」 
・エレベーター設備、電気設備、給水設備、排水設備、消防・

防災設備、インターネット通信設備、テレビ共同受信設備、

オートロック設備、宅配ボックス、避雷設備、集合郵便受箱、

各種の配線配管（給水管については、本管から各住戸メータ

ーを含む部分、雑排水管及び汚水管については、配管継手及

び立て管）等専有部分に属さない「建物の附属物」 
 （第８条、別表第２第１項、第２項） 

 
     ・区分所有法 第４条（共用部分） 
    
    
    
    

第四条 数個の専有部分に通ずる廊下又は階段室その他構造上区分所有者の全員又はその一部の共用に供されるべき建 

物の部分は、区分所有権の目的とならないものとする。 
２ 第一条に規定する建物の部分及び附属の建物は、規約により共用部分とすることができる。この場合には、その旨の 

登記をしなければ、これをもつて第三者に対抗することができない。 

 
 
 
 

 
       ・管理標準指針（二 管理規約の作成及び改正（一）管理規約の作成・改正 １ 管理規約の内容） 
        ⑥専有部分と共用部分の区分 
     標準的な対応  標準管理規約（第７条、第８条、別表第２）と同趣旨の規定が置かれている。  
 
       ・標準管理規約 別表第２（共用部分の範囲） 
    
    
    
    

１ エントランスホール、廊下、階段、エレベーターホール、エレベーター室、共用トイレ、屋上、屋根、塔屋、ポン

プ室、自家用電気室、機械室、受水槽室、高置水槽室、パイプスペース、メーターボ ックス（給湯器ボイラー等の

設備を除く。）、内外壁、界壁、床スラブ、床、天井、柱、基礎部分、バルコニー等専有部分に属さない「建物の部分」 
２ エレベーター設備、電気設備、給水設備、排水設備、消防・防災設備、インターネット通信設備、テレビ共同受信
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設備、オートロック設備、宅配ボックス、避雷設備、集合郵便受箱、各種の配線配管（給水管については、本管から

各住戸メーターを含む部分、雑排水管及び汚水管については、配管継手及び立て管）等専有部分に属さない「建物の

附属物」 
３ 管理事務室、管理用倉庫、清掃員控室、集会室、トランクルーム、倉庫及びそれらの附属物 
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   ・図 マンションの専有部分と共用部分の区分の例示 

（出典：「マンション管理標準指針」（国土交通省）コメントから抜粋） 

この図は、マンション標準管理規約（国土交通省）の規定に基づく例示であり、各マンションの構造、仕様、 

用途等によって判断することが必要です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                配線 
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      ・標準管理規約 第７条（専有部分の範囲） 
    
    
    
    
    
    

第７条 対象物件のうち区分所有権の対象となる専有部分は、住戸番号を付した住戸とする。 
２ 前項の専有部分を他から区分する構造物の帰属については、次のとおりとする。 
  一 天井、床及び壁は、躯体部分を除く部分を専有部分とする。 
  二 玄関扉は、錠及び内部塗装部分を専有部分とする。 
  三 窓枠及び窓ガラスは、専有部分に含まれないものとする。 
３ 第１項又は前項の専有部分の専用に供される設備のうち共用部分内にある部分以外のものは、専有部分とする。 

 
 
 
 
 
 

 
     ・標準管理規約 第７条（専有部分の範囲）関係コメント 
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
 

① 専有部分として倉庫又は車庫を設けるときは、「倉庫番号を付した倉庫」又は「車庫番号を付した車庫」を加える。 

また、すべての住戸に倉庫又は車庫が附属しているのではない場合は、管理組合と特定の者との使用契約により使用

させることとする。 
② 利用制限を付すべき部分及び複数の住戸によって利用される部分を共用部分とし、その他の部分を専有部分とした。

この区分は必ずしも費用の負担関係と連動するものではない。 
  利用制限の具体的内容は、建物の部位によって異なるが、外観を構成する部分については加工等外観を変更する行為

を禁止し、主要構造部については構造的変更を禁止する趣旨である。 
③ 第１項は、区分所有権の対象となる専有部分を住戸部分に限定したが、この境界について疑義を生じることが多い 

ので第２項で限界を明らかにしたものである。 
④ 雨戸又は網戸がある場合は、第２項第三号に追加する。 
 （第３項関係） 
⑤ 「専有部分の専用に供される」か否かは、設備機能に着目して決定する。 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 

 

 
     ・標準管理規約 第８条（共用部分の範囲） 
      対象物件のうち共用部分の範囲は、別表第２に掲げるとおりとする。  
 
    ・標準管理規約 別表第２（共用部分の範囲）関係コメント 
    
    
    
    

① ここでいう共用部分には、規約共用部分のみならず、法定共用部分も含む。 
② 管理事務室等は、区分所有法上は専有部分の対象となるものであるが、区分所有者の共通の利益のために設置され 

るものであるから、これを規約により共用部分とすることとしたものである。 
③ 一部の区分所有者のみの共有とする共用部分があれば、その旨も記載する。 
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 参考資料２ 専門家紹介窓口、相談窓口一覧 

 

  長期修繕計画の作成業務を行う「専門家」を紹介する団体等とマンションの維持管理を含めた管理運営

の全般に関する相談窓口の一覧です。 

 

 【専門家（管理会社、建築士事務所等）】（五十音順） 

① 管理業務を委託している管理会社 

 

②（一社）マンション管理業協会   Tel:(03)3500-2719  

      技術センター http://www.kanrikyo.or.jp/consul/shindan_syuuzen.html 

 

③（公財）マンション管理センター Tel:(03)3222-1519 

    長 期 修 繕 計 画 作 成 ・ 修 繕 積 立 金 算 出 サ ー ビ ス  h t t p s : / / w w w . m a n k a n . o r . j p / 0 7 _ s k i l l s u p p o r t / s k i l l s u p p o r t . h t m l 

 

④（公社）日本建築士会連合会  Tel:(03)3456-2061  

      建築士を探そう net  http://www.abanet.jp/index.htm 

 

⑤（一社）日本建築士事務所協会連合会  Tel:(03)3552-1281                  

     お近くの事務所協会  https://www.njr.or.jp/society/ 

 

⑥（公社）日本建築家協会関東甲信越支部メンテナンス部会 Tel:(03)3408-8291   

     メンバー http://www.jia-kanto.org/mente/members/index.html 

 

⑦（公財）ロングライフビル推進協会  Tel:(03)5408－9830 

      マンションドック http://www.belca.or.jp/mdtop.htm 

 

  【相談窓口】 

①（公財）マンション管理センター 

   管理運営 Tel:(03)3222-1517、維持管理 Tel:(03)3222-1519 

 

②（一社）日本マンション管理士会連合会 Tel:(03)5801-0843 

      http://www.nikkanren.org/ 
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 参考資料３ 支援制度 

 

  長期修繕計画の作成及び修繕積立金の額の設定を含めたマンションの維持管理に関する支援制度の一

覧です。 

 

①地方公共団体等による専門家の相談窓口・派遣制度 

        （マンション再生協議会 ホームページ）  

           http://m-saisei.info/oyakudachi/chihou.html 

 

②分譲マンション共用部分の改良工事、耐震診断等に対する助成制度 

        （（公財）マンション管理センター ホームページ） 

                https://www.mankan.or.jp/08_reformloan/publicsupport.html 

 

 

 


